
2026年度 第54回情報通信学会大会プログラム

日時：2026年6月27日（土）14：00～15：30、6月28日（日）10：00～14：45

会場：早稲田大学早稲田キャンパス19号館（3階）

主催：公益財団法人情報通信学会　共催：早稲田大学大学院アジア太平洋研究科、早稲田大学アジア太平洋研究センター　協賛：情報通信月間推進協議会

〇1日目：6月27日（土）研究会報告 〇2日目：6月28日（日）個人研究発表・総務省による特別報告・総会
受付：13:30開始（3階） 受付：9:30開始（3階）

＊水色の欄は個人研究発表アーリーバードの部（学生発表）となります。

内　容 会　場 ＊青字はオンラインでの討論となります

14：00～
 15：30

研究会報告 309教室、314教室、315教室

会場１ Aグループ（309教室） 会場２　Bグループ（310教室） 会場３　Cグループ（314教室） 会場４　Dグループ（315教室）

司会者 清原聖子（明治大学） 小泉真理子（京都精華大学） 飯塚留美（マルチメディア振興センター） 岡本洋太郎（東洋大学）

ITU-T技術標準化における参加構造の変容
―寄書データに基づく中国・NATO加盟国の比較分析―

生成AIを学校の授業で利用することへの親の賛否とその
特性

「マスコミ」「ネットニュース」「SNS」「AI」のメ
ディア・バイアス

近年のデジタル社会におけるELSIと政策に関する考察

❑研究会報告
國武悠人（筑波大学大学院生）

水野一成、近藤勢津子（NTTドコモ モバイル社会研究
所）

植田康孝（江戸川大学） 大手英明（中央大学）

討論者：河又貴洋（長崎県立大学） 討論者：松下慶太（立教大学） 討論者：小笠原盛浩（東洋大学） 討論者：岡嶋裕史（中央大学）

EUデータ法第4章の不公正取引条項と日本法への示唆
―導入経緯、スコープ、内容、機能等に着目して―

東証プライムおよびスタンダードに上場する「情報・通
信業」企業のWebサイトにおいて設定されているロボッ
ト排除標準の現状

進化する衛星通信サービスの動向
― 衛星ブロードバンドとD2Dサービスの現状報告および将来展望

についての考察 ―

個人情報保護法における課徴金制度の制度設計―データ
駆動型社会における外部性内部化に対する法と経済学的
アプローチ

石川智也（一橋大学大学院生） 本田正美（関東学院大学） 山條朋子（KDDI総合研究所） 高﨑晴夫、林秀弥、馬傑夫（名古屋大学）

討論者：林秀弥（名古屋大学） 討論者：田代光輝（慶應義塾大学） 討論者：湧口清隆（相模女子大学） 討論者：高口鉄平（静岡大学）

番号非依存型個人間通信サービスの相互運用義務に関す
るEUの政策動向及び日本への政策的示唆

生成AIの著作権侵害訴訟―出始めた欧米の判決 自治体システム標準化の「目的」の整理と検証

森峻人（カーネギーメロン大学大学院生） 城所岩生（国際大学GLOCOM） 庄司昌彦（武蔵大学）

討論者：神野新（株式会社情報通信総合研究所） 討論者：栗原佑介（株式会社情報通信総合研究所） 討論者：本田正美（関東学院大学）

総務省による特別報告（12：00～12：50）

テーマ：令和7年通信利用動向調査の結果
講演者：総務省 情報流通行政局 情報通信政策課
　　　　情報通信経済室 課長補佐　岩崎 未希子

総会（13:00～13:20）

シビックテックにおける市民参加の実態とプロセス関
与：プロジェクトプロセスに基づく分析

中国ヒューマノイドの技術開発と社会実装からみる日本
社会への応用可能性

地域放送の「地域性」総合指標計測手法の提案：地域社
会プラットフォームとしての放送の地域貢献の見える化

白澤美幸（東京大学） 華金玲（長崎県立大学） 三友仁志（早稲田大学）

討論者：庄司昌彦（武蔵大学） 討論者：村上陽亮（KDDI総合研究所） 討論者：宍倉学（長崎大学）

北欧閣僚理事会（Nordic Council of Ministers）のメ
ディア・AI政策に関する考察

バザールの屋根、伽藍の鍵石――オープンソースのクローズ化
ローカルテレビ放送事業者の損益分岐点分析～民放ロー
カルテレビ放送事業の持続可能性の検討～

岡本洋太郎（東洋大学） 八田真行（駿河台大学） 木村幹夫（日本民間放送連盟）

討論者：横田明美（明治大学） 討論者：楠正憲（デジタル庁） 討論者：春日教則（東洋大学）

　　　　

個　人　研　究　発　表

13：30～
14：05

14：10～
14：45

10：00～
10：35

10：40～
11：15

11：20～
11：55

　教室解放中

インターネット政治研究会（会場：309教室）

テーマ『SNS選挙・偽情報問題から問う2026年衆院選と民主主義の行方』
「民主主義の破壊につながるSNS上のデマやフェイクニュースのリスク」
報告者：田代光輝（慶應義塾大学）
「認知の限界を超えた「AI氾濫」：検証という対症療法から包括的対策へ」
報告者：古田大輔（日本ファクトチェックセンター）
討論者  小笠原盛浩（東洋大学）
司会者　清原聖子（明治大学）

コンテンツビジネス研究会（会場：314教室）

テーマ　『メディアが担う文化コンテンツビジネスー美術展のIP設計と収益構造』
報告者　浦城義明（株式会社TBSグロウディア　イベントラジオ本部）
　　　　 黒川踏葉 (日本経済新聞社　文化事業局)
司会・討論者　大野茂（阪南大学）

モバイルコミュニケーション研究会（会場：315教室）

報告１『「空間コンピューティング研究」の現状』
報告者　吉田　達（東京経済大学）
報告２「モバイルコミュニケーション研究における時間研究」
報告者　富田英典（関西大学）
討論者　上松恵理子（新潟リハビリテーション大学）
司会者　藤本憲一（武庫川女子大学）

※研究会報告詳細及び個人研究発表の報告要旨はホームページにて公開しています。

※最新の情報はホームページをご確認ください。また、プログラムは一部変更することがございますので、あらかじめご了承ください。


